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相当額を基礎として、当社が債権取立益として認識する金額を決定していく予定でありま

す。よって、本変更を行うものであります。 

 

２． 変更内容 

 平成30年３月期の単体決算において特別利益として債権取立益419百万円を計上すると

していましたが、「１．変更理由」に記載の経緯により、結果、平成 30 年３月期単体決算

における債権取立益の計上は行いません。 

  

以 上 


